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⼦どもの主体性に配慮した学びを創る

天童市⽴天童中部⼩学校
校⻑ ⼤⾕敦司

特定分野に特異な才能のある児童⽣徒に対する
学校における指導・⽀援の在り⽅等に関する
有識者会議 （2022年2⽉16⽇)

教職員で考えたこと

◇教師主導ではなく、⼦どもたちの主体性を⼤切にした教育を進めることで、
⼦どもたちは⾃分らしく学び⾃分のよさを⼀層発揮することができる
〇2017年度版学習指導要領

・「個に応じた教育の充実」 主体︓教師→学習者、主眼︓教授→学習
〇令和３年中央教育審議会答申

・多様な⼦供たちを誰⼀⼈取り残すことなく育成する「個別最適な学び」と、⼦供たちの
多様な個性を最⼤限に⽣かす「協働的な学び」の⼀体的な充実

◇⼦どもの主体性に配慮する際のキーワード
・⾃由 ・⾃⼰決定
・仲間への信頼 ・居場所(安⼼)
・⾃信 ・意欲
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すべては、⼦どもを信頼することから始まる

⼦どもたちと学びを創るための共通理解として

⼆つの合⾔葉

◇ ⼦どもたちが、今も未来も幸せにくらすことが
できるように⽀援する

◇ ⼦どもたちが、最終的には私たち(教職員)がいない
ところでも学び合うことができるように⽀援する
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めざす授業

◇⼦どもがする(学習者主体の)授業

研究理論

◇ 理解
・内容研究 ・⼦ども理解

◇ 覚悟
・⼦どもたちの学びの⽂脈に沿う

→“ずれ”は、カリキュラム・マネジメントへ
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4つの授業スタイル
◇仲間と教師で創り上げる授業

◇⾃学・⾃習

◇マイプラン学習(単元内⾃由進度学習)

◇フリースタイルプロジェクト (個⼈総合) 個別

協働

あえて極端に分類すると

◇学校教育の柱は「授業」

8割

２割

時

間

MP(マイプラン) 学習
~単元内⾃由進度学習~

◎学習⽅法を⼦どもたちが決める
・⾃らの判断と責任で⾃由に
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◇取組みの基にある考え⽅
⼦どもたちは学びたがっているが、「みんなが同じよう」に学ぶことができるわけではない

・ 興味や関⼼は⼀⼈ずつ異なる … 軽重の付け⽅
学ぶ順序
学びたい発展的な内容

・ 学ぶ「はやさ」は⼀⼈ずつ異なる …  時間配分
学ぶペース

・ 学びたい場所 …  教室、オープンスペース、ホール、特別教室

・ 学び合いたい形態 …  ⼀⼈で、少数の仲間と、集団と

⾃分で学ぶ計画を⽴て、学習を振り返り、計画を修正しながら学びを進める

◇取組みの枠組み

○教育課程上の位置づけ(対象教科や時間数等)
・特別⽀援学級を含め全学年･学級で実施
・基本的に、学期に⼀つの単元を設定（１学年は2学期から開始する）
・原則として⼆つの教科を組合わせて⼀つの単元を作る（国語･社会･算数･理科で実施）
・⼀単元１５時間程度

○教材や学習内容
・⼦どもたちの実態に合わせて

○指導体制
・各学年の担任…複数の学級が同時に取組む際は学級の枠を超えて指導
・必要に応じて⽀援員等も活⽤する

○活動場所
・⾃教室を基本としながら、オープンスペース、特別教室、ホール等
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令和３年度３学期のMP学習の内容

１年(10時間) … 国語(上位語と下位語)
算数(⼤きい数・広さ・時計)

２年(10時間) … 国語(様⼦を表す⾔葉)
算数(はこの形) 

３年(14時間) … 国語(詩の⼯夫、ことわざ名⼈)
理科(磁⽯の不思議) 

４年(19時間) … 国語(中⼼となる語や⽂による要約)
算数(広さの表し⽅) 

５年(18時間) … 社会(国⼟の⾃然とともに⽣きる)
算数(正多⾓形と円周の⻑さ) 

６年(14時間) … 社会(歴史ワールドの攻略)
理科(てこのはたらき)

特⽀(10時間) … 国語(書く・⾃分らしく表現)
算数(数と計算)

 【(1)やってみての感想】    
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⽬
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②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
楽
し
く

 
学
習
で
き
た

③
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④
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⽴
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⾃
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④
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⑥
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③
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⽣
に
教
え
て
も
ら
う
⽅
が
い
い
か
ら

⑤
普
段
の
授
業
よ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
り

 
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
か
ら

⑥
そ
の
他

①
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⾮
ま
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②
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と
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③
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と
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④
ま
っ
た
く
や
っ
て
み
た
く
な
い

割
合 75% 20% 4% 1% 12% 25% 13% 19% 12% 16% 3% 23% 21% 10% 21% 21% 4% 69% 19% 8% 4%

 【⾃由進度学習をまたやってみたいか】 【（2）(1)で①,②と感じた理由（複数回答可）】   【（3）(1)で③,④と感じた理由（複数回答可）】

MP学習についてのアンケート (2021年２⽉２６⽇実施／対象:全児童／回答数:651)

95% 88%
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マイプラン学習  理科「じしゃくのふしぎ」  学習の手引き（８時間） 

単元の目標 

 

 

 

学習のながれ 

 学習のながれ 教科書 ワークシート 

提出箱 

１ じしゃくにひきつけられる物・ひきつけ

られない物 

１４８ページ～ ワークシート① 

２ じしゃくと鉄のきょり １５１ページ～ ワークシート② 

３ じしゃくが鉄を引きつける強さ １５３ページ ワークシート③ 

４ きょくのせいしつ １５３ページ～ ワークシート④ 

５ じしゃくと鉄 １５７ページ～ ワークシート⑤ 

６ じしゃくをつかったおもちゃをつくろう じしゃくのところ ワークシート⑥ 

 

  

① じしゃくを身の回りのものに近付けたときの様子をひかくしながら、じしゃくのせいし
つについて理解することができる。 

② 理科の器具を正しくあつかいながら、けっかをまとめたり、同じところ・ちがうところ
に着目してけっかからわかることを考えたりすることができる 

チェックテスト 

おわったら 

チャレンジ学習 

<MP学習(3学期)
3年理科「磁⽯の不思議」>

<MP学習(3学期)
3年国語「ことわざ名⼈になろう」・「詩の⼯夫を楽しもう」>

 
 
 
 
 

 

 

学習の流れ 
学 習 に 活 ⽤ す
るもの、場所   

ワークシート・ていしゅつばこ 

 
 

め
ざ
せ
！
こ
と
わ
ざ
名
人 

１ ことわざを集めて、意味を調べよ
う。 

教科書 56,57 ㌻ ワークシート① 
→ていしゅつ箱「ことわざ①」に出す。 
 

２ 故事成語を集めて、意味や由来を
調べよう。 

教科書 58、146
㌻ 
 

ワークシート② 
→ていしゅつ箱「ことわざ②」に出す。 

３ ことわざや故事成語の意味に合
った⽂を考え、ことわざカードを
書こう。 

教科書 59 ㌻ ワークシート③ 
→ていしゅつ箱「ことわざ③」に出す。 
いんさつしてもらったものを「さわやか
ピースことわざじてん」にけいじする。 

４ 「さわやかピースことわざじて
ん」を⾒て、友達のカードのいい
ところを書いて伝えよう。 

図 ⼯ 室 前 け い
じばん 

ワークシート④ 
→ていしゅつ箱「ことわざ④」に出す。 
いいところを紙のふせんに書いて、友達
のカードに直接はる。 

ここまでは全員取り組みます。 
「ここまでとりくんだ君は、もうことわざ名人だ！」 

 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習 

 
☆「ことわざいろはかるた」で遊ぼう 

かるたにのっていることわざをおぼえ

て、かるたのふだを早くとれるようにな

ろう。 

☆「ことわざいろはかるた」を作ろう 

自分がえらんだことわざで、絵ふだと読

みふだを作ろう。 

マイプラン学習
がくしゅう

    国語「ことわざ名人になろう」  学習のてびき（４時間） 

めあて ことわざや故事
こ じ

成語
せ い ご

の意味が分かり、⽂章の中で使うことができる。 

学習のながれ 

☆自分でことわざを作ろう 

オリジナルのことわざを作ってみよ

う。みんなが「同感！」「あるある！」

と思うことを題材に考えてみよう。 

☆○○シリーズのことわざを集めよう 

「動物が出てくることわざ」や「数字

が出てくることわざ」などを集めてみ

よう。どのくらい集められるかな。 

 

☆外国のことわざを集めよう 

中国のことわざが日本に伝わって故事

成語として使われています。他の国に

も「ことわざ」のような言葉があるの

かな？ 

ことわざ名⼈になった⼈は、
こんな学習にもちょうせんし

てみよう！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
            

 

 

 

 

 

 

                 ここまではきほんコースです 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のなかみ 学習カード 

詩
の
⼯
夫
を
⾒
つ
け
る
・
楽
し
む 

詩の⼯夫を仲間分けしよう。 ① 

 詩にかくれた⾔葉を⾒つけよう。 ② 

声に出して詩を読んでみよう。 ③ 

詩の中にかくされたもの⾒つけよう。 ④ 

マイプラン学習
がくしゅう

 国語「詩のくふうを楽しもう」   学習のてびき （目安 ４時間） 

①詩を読んでおもしろさを⾒つけたり、伝えたりすることができる。 

②⾃分が好きな詩を⾒つけたり、作ったりすることができる。 

⽬ 標
もくひょう

 

きほんコース（ 必ず終わらなければいけない学習です ） 

☆教科書は 88 ページから 91 ページまでを使います。 

☆チャレンジコース 

これまでに読んだ詩や詩集を読んで、⾃分
の 1 番好きな詩をしょうかいしましょう。
☆学習カード「○○の好きな詩ベスト１」に 
書き込みましょう。だ詩や図書室の詩など

学習した詩の⼯夫を使って、⾃分で詩を作
ってみましょう。 
☆タブレットや画⽤紙、何で書くかも⾃分

で選んでみよう！ 

詩を見つける！ 詩をつくる！ 
ど
ち
ら
か
必
ず
取
り
組
む 

☆自分の好きな詩集をつくる 

詩集とはいろんな詩を 1 つに集めた

ものです。（言葉のアルバムみたいな

ものです）画用紙に好きな詩を書き写

しましょう 

☆詩人になろう（とにかく詩をつくる） 

きほんコースで作った詩のほかにも

様々な工夫を使って詩を作ってみる。 

絵から想像を広げてみよう 

      ～めざせ谷川俊太郎～ 

けいじされているふしぎな絵から想像を広げ

て詩をつくってみよう！ 
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「集団」の中で
「個」で学ぶ

思
っ
た
場
所
で
︑

思
っ
た
形
態
で
︑

思
っ
た
よ
う
に
学
ぶ
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仲間と共に学ぶからこそ、
⾃分らしく学ぶことができる

MP学習の「発展学習」
〜６年社会科「歴史ワールド」〜

法隆寺

江⼾城

「江⼾の町のジオラマ」
から芝居⼩屋

マイプラン学習
社　会

名前

教科書 資料集

P９０～９１

P９２～９３ P９４～９５

P９４～９７ P９６～９７

P９８～９９

★毎時間の終わり，計画表に，学習内容とふり返りを記入します。計画は，途中で変更するこ
ともできます。
★②，③の学習について
　　ノートやロイロノートでまとめます。自分の学習の視点にそってまとめていきます。
★まとめた資料は、ロイロノートで提出（社会→新しい文化や学問）し、共有します。
★ミニチェックカードについて
　　初めは何も見ずに，次に自分のノートを見ながら記入します。ノートを見てもわからない
時は，教科書や資料集で確認します。

ミニチェックカード　②

学習のてびき
町人の文化と新しい学問(江戸時代後半）

・江戸時代の中ごろから、どのような新しい文化や学問が生まれ、社会にどのように広がった
か理解しよう。
・歌舞伎や浮世絵など現在まで受け継がれている文化や、蘭学や国学が社会にどのような影響
を与えたのかに着目し，文化の特色や世の中の様子について考え，まとめよう。
・この時代の政治の様子や文化と，今の自分たちの生活との関わりについて考えてみよう。

学　習　の　課　題

②「江戸時代に新しく生まれた文化」　～江戸時代中ごろ～
　人々に親しまれた文化とは何か、またその文化で活躍した人はだ
れか調べよう。
　　【・人形浄瑠璃　・歌舞伎　・浮世絵】

①ガイダンス
　　自分で学習計画を立てる。【　】は，主な内容。

④ひろげよう（チャレンジタイム）
　　自分で取り組みたい活動にチャレンジしよう。
　●.NHK for schooを視聴する。（歌舞伎・浮世絵…など検索）
　●関係のある書籍や漫画を読む。
　●.天童藩など各藩の学校（藩校）の名前を調べる。
　●文化や学問について、キャッチフレーズ（５・７・５音で）を
　　考える。
　●.ロイロノートでテストを作る。
　●ジオラマ風に江戸の町を作る（算数とコラボ）。　などなど

　※算数で取り組んでもO.K.

③「新しい学問と新しい時代への動き」　～江戸時代後半～
　新しい学問が、社会にどのようにえいきょうを与えたのか調べよ
う。
　　【・蘭学　　・国学　　・新しい時代への動き】

ミニチェックカード　①

目標（標準時間５時間）

学習の流れ

ここまでは全員取り組もう。
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「その⼦らしさが浮き上がってくる」…MP学習 ６年社会科「歴史」のノート

﹁
そ
の
⼦
ら
し
さ
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
﹂

六
年
理
科
の
授
業
中
の
ノ
ー
ト
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﹁
そ
の
⼦
ら
し
さ
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
﹂

同
授
業
で
学
ん
で
い
た
他
の
児
童
の
ノ
ー
ト

MP学習(2学期)
特別⽀援学級 算数「はかる」
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MP学習(3学期)
特別⽀援学級 算数「スーパーテンチュウ・数と計算」

FSP(フリースタイルプロジェクト)
~個⼈総合、個⼈研究~

◎学習⽅法に加えて、学習内容も⼦どもたちが決める
・相談して進める
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◇取組みの枠組み

○教育課程上の位置づけ(対象教科や時間数等)
・総合的な学習の時間として実施
・特別⽀援学級を含め、４年以上で実施
・⼀回２０時間で年２回（年間４０時間）

○教材や学習内容
・担任と相談しながら、⼦どもたち⼀⼈⼀⼈が課題を設定
・必要な材料・道具等は基本的に個⼈がすべて準備

○指導体制
・各学年の担任(活動中は、担任も⾃分のテーマに取組む)…活動は学年・学級オープン
・場所の担当を決め、そこで活動する⼦どもたちを⾒守る(危険回避や求めに応じる)
・⼦どもたちと教員側で実⾏委員会を作り、その合同会議によって活動内容を検討

○活動場所
・課題や探究プロセスに応じて、活動場所を⾃分で確保

⾃分の
得意や興味関⼼
に基づいて
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⾃分でも
気付かなかった
⾃分に出会う

気になったことを
探究し続ける
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◇取組みを振り返って

○２割(MP学習やFSP等)の授業により、８割(通常)の授業も変化
・⼦どもたちの学習意欲の⾼まり
・教師の授業への向き合い⽅(⼦どもの意欲の⽣かし⽅、内容研究の⼤切さの認識)

○⼀⼈で活動し学ぶことが、⾃信や⾃⼰有能感を⾼める → くらしを創る
○その⼦らしいきらめきは、集団の中で個として学ぶことで際⽴つ
○必要に応じ、適切な⼈･物･ことに積極的に関わる
○問いかけに対し、⾃信をもって⾃分らしく最後まで説明する

○⼦どもたちの学びの姿をゆとりをもって観ることができる → ⼀⼈⼀⼈のよさ
○２割の授業では、点数に表れる「学⼒」や⽣活の「環境」の差が⽬⽴たない
○学校全体の雰囲気が落ち着き、問題⾏動が減少傾向
○不登校傾向の⼦どもたちも２割の授業へ積極的に参加

○保護者からも「⼦どもたちが２割の授業を楽しみにしている」との声が届く

今後に向けて

◎⼦どもたちは⽣まれながらにして有能な学び⼿であることを信じ、
⼦どもの主体性を⼤切にした取組みを推進

◇取組みの「型」に拘泥することなく、「⾃由、⾃⼰決定、居⼼地、信頼、
⾃信、意欲」などの具現化

◇⼀⼈⼀⼈がかけがえのない存在で、その⼦だけのきらめきをもっている
という意識

◇学びの主体である⼦どもたちとの「相談」の重視
◇学校教育についての発信を続け(HP等)、⼦どもたちはもとより、保護者

や地域の⽅々の理解を深める
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■天童中部⼩学校の実践紹介
◇ホームページアドレス ◇ウェブサイト

NHK ハートネットTV<記事>
“浮きこぼれ”の⼦どもたち
【前編】⾒過ごされてきた⽣きづらさ
【後編】みんなの学びに向き合う学校とは︖

https://www.tendo-chubu.jp/

◇本

ありがとうございました。
天童市⽴天童中部⼩学校 校⻑ ⼤⾕敦司




